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第２回オーテピア高知図書館サービス計画推進委員会



これまでの取組と成果



Q．バリアフリーサービスを知っていますか？9％

22％

69％

知っているものがあり、利用したことがある

知っているものがあるが、利用したことがない

知らない

オーテピア高知図書館・高知声と点字の図書館
バリアフリーサービスアンケート



認知度向上のための取組
対象・状況等に応じて声と点字の図書館、健康安心担当と実施

① 出前図書館

② 訪問等によるサービスPR

③ 動画作成

④ SNS、チラシ等による広報



出前図書館

● 特別支援学校PTA総会

● 療育福祉センター

● 県発達障害者支援センター

● イオンモール高知

（SDGｓWEEKイベント）

● ふくし総合フェア（予定）



訪問等によるサービスPR

●市障害者相談支援センター定例会

●ルミエールサロン「視覚障害基礎講座」（オンライン）

●県立特別支援学校

●県内図書館

（予定）市立特別支援学校、市障害者センター、

高知リハビリテーリングセンター



大月町立図書館訪問時の同席者

● 保育所
● 小中学校の図書支援員
● 地域おこし協力隊
● 保健介護課（障害担当）
● 町民福祉課（障害福祉担当）
● 社会福祉協議会

⇒市外でも、オーテピアのバリアフリーサービスが利用できる！



さくらバリアフリー文庫を使った広報

“【展示】３月の月間展示テーマは「バリアフリー図書」。
オーテピア図書館からお借りした「さくらバリアフリー
文庫」の資料を展示しています。録音図書や点字本、布
絵本、ＬＬブックなど様々な形態の資料があります。見て、
触れて、バリアフリー図書について知ってください。”

南国市立図書館 Twitter（2019-3-12）

“バリアフリー図書はご存じでしょうか？様々な理由で
読書が困難な人でも読みやすいように工夫された図書
のこと！#オーテピア高知図書館 からさくらバリアフ
リー文庫をお借りしています！この機会に、実物に触れ
てみてはいかがでしょうか？” 

雲の上の図書館（梼原町立図書館）Twitter（2020-
7-8）



いの町立図書館ウェブサイト
“【令和2年9月5日】バリアフリー図書の展示について”
http://inolib.town.ino.kochi.jp/20200912.pdf

http://inolib.town.ino.kochi.jp/ (サイト参照年月日2022-10-01)

http://inolib.town.ino.kochi.jp/


“バリアフリー図書とは、読書が困難な方にも読みやすいよう工夫された本のことを
です。高知市にある「オーテピア高知図書館」と「オーテピア高知声と点字の図書館」
の協力により、野市図書館では２～３月の借りだし期間限定でバリアフリー図書（下
の ４種類）のコーナーを設けて、体験できるようになっていました。” （原文ママ）

広報こうなんNOW2021年4月号



動画作成 （）はR4.９月末時点の視聴回数

● 手話で楽しむおはなし会

『トモちゃんと魔法のお菓子』（703）

● 手話で手話の本棚を紹介（552）

● 宅配貸出サービス紹介（315）

● 自動ページめくり機紹介（169）

（作成中）手話で楽しむおはなし会 紙芝居編、手話による利用案内

⇒今後作成する動画には字幕をつける



オーテピアンズ作成健康安心防災サービス作成



SNS、チラシ等による広報
●県市庁内電子掲示板

●オーテピア高知図書館SNS、広報紙「コトノハ」

ブログ、Facebook、Twitter、Instagram

●県教育だより「夢のかけ橋」

●基幹型地域包括支援センター

●市介護保険課

●市健康福祉部総務課

●県市障害福祉課

（準備中）LICOネットへの登録



課題と今後の取組



利用状況
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これまでの広報で分かったこと

学校長に挨拶に行き取組などを説明

⇒図書の先生がいないので、活用を促すのが難しい

⇒先生が本を借りて管理し、期限までに返却することが難しい

・特別支援学校の全生徒にサービスチラシを配布

・見学時に子どもたちに資料の紹介

⇒そのあと家族と来館されたかなどは分からず、効果の検証が難しい





今後の取組
● テレビ、ラジオを使った広報
⇒R4.７月 手話で楽しむおはなし会とバリアフリーサービスのPR

● 福祉系の学校の働きかけ
⇒授業の中に、図書館、声と点字の図書館の見学を取り入れてもらう

● 県内の特別支援学校、PTAの会等を訪問
⇒ 電子書籍など、紙媒体以外の活用と合わせてサービスをPR



高知県電子図書館ID登録状況 R4.10.7現在

● 特別支援学校全校生徒

追加

● 山田特別支援学校

● 若草特別支援学校 土佐希望の家分校

● 盲学校

● 高知ろう学校

● 高知江の口特別支援学校

● 山田特別支援学校全校 田野分校

県立学校の教職員、生徒 合計6,121人



【高知県立盲学校 学校日記 ＰＴＡ『育ちの教室』を開催しました！】

今回は、ＩＣＴ活用についての学習会を行いました。ＧＩＧＡスクール構想推進の中で、一人一台端
末を活用して児童生徒が学習時に活用しているGoogle Workspace for Educationについ
て、実際にご自身のスマートフォンから、お子さんのGoogleアカウントを使用してクラスルームに
入ったり、meetの接続を行ったりしました。また、活用が始まっている高知電子図書館にもアク
セスをして、どのような本が貸し出されているのかも実際に見てみることができました。

https://www.kochinet.ed.jp/mo-s/mt/post-112.html
（サイト参照年月日2022-10-01) ）

https://www.kochinet.ed.jp/mo-s/mt/post-112.html


声と点字の図書館と検討している新規サービス

「やさしい読み上げサービス」
知的障害者や、読み書き障害のある人を対象に、資料を分かりやすく読み伝える（代読）

●実施の方針

●運営方法

⇒先行導入事例の情報を収集
新型コロナウイルス感染症のため、サービスを導入している館での提供が休止されている

今後の取組


